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１．概要 

単価表の日当施工量から施工日数を算出します。 

目的別に集計することで、交通誘導員や水替え、仮設材の日数計算にご利用ください。 

 

手順 

１． 単価表を計上すると、自動で日当施工量が算出されます。 

２． 数量を入力すると、施工日数が算出されます。 

３． 現場条件や作業条件を考慮して日当施工量の補正値を入力します。 

４． 目的別に集計明細を指定します。 

５． 施工日数を集計します。 

６． 交通誘導員、水替え、仮設材の日数計算の参考資料とします。 

 

 

*日当施工量は、基準書に掲載されている「標準的な」数値です。 

*基準書に日当施工量が掲載されていない場合は算出されません。 

*日当施工量、施工日数は、直接入力することもできます。 

 

 

２．日当施工量、施工日数の表示 

ツールバーの右端にある「表示項目コンボボックス」から「施工日数」を選択すると、画面上に表示されます。 

コンボボックスから「通常表示」を選択すると、元の表示に戻ります。 
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３．日当施工量、施工日数の編集 

現場条件、作業条件に応じて日当施工量を補正することができます。 

施工期間が重複している単価表がある場合、重複期間を控除すると集計日数の精度が向上します。 

 

 

（画面上には省略名称で表示されています。） 

 

（省略名称）   

標準施量 日当施工量 標準値 単価表の「標準的な」日当施工数量です。 

補正係数 日当施工量補正係数 現場条件に応じて補正係数を入力します。 

補正施量 日当施工量 補正値・入力値 日当施工量 標準値×補正係数 

または、直接入力することができます。 

施工日数 施工日数 施工日数＝数量÷日当施工量 

補正施量がある場合は、補正施量で計算します。 

補正日数 施工日数 入力値 施工日数を直接入力することができます。 

入力されている場合は、入力値が集計されます。 

 

編集例 

 

⇒現場条件を考慮して、補正係数「0.8」を入力。 

 （日当施工量が少なくなります。） 

 

 

 

⇒重複期間を考慮して、施工日数を「2」に変更。 

 

 

⇒補正施量「54」を直接入力。 

 

 

  *単価表を特別単価表に変換すると、変換前の日当施工量が保持されています。 

   日当施工量を修正するには、補正施量（日当施工量 補正値・入力値）に入力をします。 

 

  *新規に特別単価表を作成した場合は、自動では日当施工量が表示されません。 

   必要に応じて、補正施量（日当施工量 補正値・入力値）、補正日数（施工日数 入力値）を入力してください。 



 5/6

４．集計明細の設定  

目的別に集計明細を設定します。 

 

*集計明細設定例（交通誘導員） 

「交通誘導」列のコンボボックスから「集計」を選択します。 

交通誘導員の日数計算に必要な施工日数が集計できる単価表に設定します。 

 

 

 

*集計明細設定例 （仮設材） 

コンボボックスから以下の集計設定を選択します。 

・打込：打ち込み単価表に設定します。 

・在場：仮設材の在場期間が集計できる単価表に設定します。 

・引抜：引き抜き単価表に設定します。 

 

仮設材ごとに違う行を集計するために、「仮設材１」～「仮設材１０」の集計設定列があります。 

必要に応じて使い分けてください。 
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５．施工日数の集計 

プルダウンメニュー＿［積算］＿［施工日数集計］を選択します。 

 

     

 

 

 

 

*交通誘導員、水替え 

集計単位に（レベル1～4）を

選択できます。 

 

＜詳細設定＞ボタンをクリ

ックすると、端数処理の設定

画面が表示されます。 

 

 

 

*仮設材 

メモは自由記入欄です。 

画面記載の計算式で、仮設材の施工日数を算出します。 

  準備日数・片付日数は、５日・４日が初期値で表示されます。 

  各日数を直接入力して変更することができます。 

  ＜再集計＞ボタンをクリックすると、直接入力した値を破棄して、設計書から再集計します。 

 


